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米山　稔

米山　稔（よねやま みのる　1924 ～ 2019）氏は、1924 年（大正 13 年）10 月 15 日三島
郡塚山村（現・長岡市）出身。父親の代に下駄の製造を始める。家計は苦しく 1940 年尋
常小学校卒業と同時に働きに出る。1946 年に米山製作所を創立し、木工技術を生かして
木栓や漁網の浮きを製造。戦時中は名古屋陸軍工廠で銃床づくりに従事し、1944 年には
船舶特攻隊として沖縄戦を経験。戦後、漁網のナイロン化で経営危機に陥ったが、1957
年にバドミントンラケットの OEM（下請け）生産を開始。1961 年から「ヨネヤマ」ブラ
ンドを展開。1969 年にはテニスラケットにも進出した。海外展開を進め、ブランド名を

「YONEX」に変更。1982 年に「ヨネックス株式会社」と改称し、ゴルフなどにも事業を
拡大。世界的なスポーツ用品企業へと成長させた。2019 年 11 月 11 日逝去。享年 95 歳。

◎表紙◎

『一千年の時層に浸る』
―荻ノ島かやぶきの里―

（柏崎市）

撮影場所：荻ノ島集落

（実業家、東京新潟県人会第８代会長  1998－2006）

荻ノ島集落は、かやぶき屋根の
家々が田んぼを囲んで環状に点在
する全国でも珍しい集落です。小
学唱歌「おぼろ月夜」に歌われた日
本の原風景を思わせる美しい景観
が残ります。この集落にある荻ノ島

かやぶきの宿は 1993 年に開業し
た公設民営の旅館です。宿の食べ
ごとは「素材の味を楽しむ」が基本
で、「地炉の炙り＆草喰料理」が喜
ばれ、ムラの魅力を満喫すること
ができます。

東京新潟県人会［歴代会長］紹介
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コ
ヤ
ノ
美
術
館
は
関
西
新
潟
県

人
会
会
長
小
谷
野
達
雄
氏
（
新
発

田
市
出
身
・
経
歴
は
後
記
）
が
長

年
に
わ
た
り
収
集
し
た
古
美
術
・

古
民
具
・
工
芸
品
・
浮
世
絵
・
雑

誌
・
映
画
ポ
ス
タ
ー
な
ど
多
岐
に

わ
た
る
１
万
点
を
年
１
回
入
れ
替

え
て
展
示
し
て
い
る
。
当
時
の
都

島
区
区
長
か
ら
街
並
み
に
文
化
意

識
を
高
め
る
た
め
の
建
物
を
建
て

て
欲
し
い
と
の
要
望
が
あ
り
、
そ

れ
に
応
え
る
べ
く
１
９
９
８
年

（
平
成
10
年
）
１
月
に
自
社
ビ
ル

が
完
成
す
る
と
同
時
に
２
階
３
階

を
コ
ヤ
ノ
美
術
館
と
し
て
オ
ー
プ

ン
し
た
。
シ
ョ
ー
ケ
ー
ス
に
収
集

品
の
江
戸
～
大
正
時
代
の
水
屋

（
食
器
棚
）
や
、
昭
和
の
セ
ル
ロ

イ
ド
製
な
ど
を
活
用
し
て
い
る
。

小
谷
野
館
長
の
長
年
に
わ
た
る

庶
民
の
民
俗
品
・
生
活
用
品
・
終

コヤノ美術館

コヤノ美術館 西脇館 豪農の館
大阪市都島区東野田町１－19－７

兵庫県西脇市市原町139番地

戦
後
の
雑
誌
な
ど
か
ら
美
術
品
・

明
治
初
期
の
高
等
官
へ
の
辞
令
な

ど
各
方
面
に
わ
た
り
こ
だ
わ
っ
た

所
蔵
品
の
数
々
は
、「
ど
れ
も
愛

用
し
て
い
た
人
々
の
生
活
の
匂
い

が
す
る
物
ば
か
り
で
す
。
造
形
の

美
し
さ
だ
け
で
な
く
、
そ
の
物
を

取
り
巻
く
人
々
の
愛
着
や
遊
び
心

を
楽
し
ん
で
下
さ
い
」
と
館
長
は

述
べ
て
い
る
。「
う
ち
わ
展
」「
櫛

簪
と
化
粧
道
具
展
」「
帽
子
か
ば

ん
展
」
等
年
数
回
の
所
蔵
品
を

テ
ー
マ
に
し
た
企
画
展
を
毎
年
開

催
し
て
い
る
。

毎
日
開
館
し
て
お
り
「
日
本
の

文
化
」
見
学
の
外
国
人
観
光
客
が

多
数
訪
れ
て
い
る
。

◆
西
脇
館
　
豪
農
の
館

西
脇
館
は
明
治
・
大
正
・
昭
和

の
各
世
代
に
わ
た
り
建
て
ら
れ
た

贅
を
凝
ら
し
た
３
棟
の
建
物
か
ら

な
り
、
２
０
１
３
年
国
の
登
録
有

形
文
化
財
、
２
０
１
７
年
兵
庫
県

指
定
景
観
形
成
重
要
建
造
物
に
指

定
さ
れ
て
い
る
。
北
播
磨
の
大
地

主
藤
井
滋
吉
邸
（
敷
地
面
積

３
０
０
０
㎡
・
建
物
は
明
治
23
年

建
築
）
を
買
取
り
数
億
円
の
費
用

を
か
け
て
数
年
が
か
り
で
修
復

し
、
２
０
０
８
年
（
平
成
20
年
）

開
館
し
た
。
明
治
建
築
の
母
屋
・

大
正
期
の
モ
ダ
ン
な
洋
館
・
昭
和

初
期
に
宮
大
工
が
手
掛
け
た
離
れ

と
３
時
代
の
建
物
が
浴
室
・
便
所

棟
や
蔵
と
共
に
枯
山
水
の
中
庭
を

と
り
か
こ
む
よ
う
に
並
ん
で
い

る
。
重
厚
な
佇
ま
い
を
見
せ
て
い

る
母
屋
玄
関
を
く
ぐ
る
と
広
い
土

間
と
屋
敷
に
上
が
る
３
間
位
の
１

枚
板
の
上
り
框
が
あ
る
。
建
物
を

支
え
る
梁
の
高
さ
・
巨
大
さ
に
圧

倒
さ
れ
る
。
室
内
は
囲
炉
裏
の
あ

る
居
間
の
他
８
畳
以
上
の
部
屋
が

８
つ
あ
り
中
心
の
仏
間
に
は
明
治

以
来
か
ら
の
仏
壇
が
あ
り
、
一
対

の
天
女
の
彫
刻
が
な
さ
れ
普
通
は

使
用
出
来
な
い
16
枚
の
菊
の
紋
が

つ
い
て
い
る
。

トピックス
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各
部
屋
の
欄
間
の
側
に
は
大
阪

名
所
の
彫
刻
が
並
ぶ
。
母
屋
内
部

に
は
上
げ
下
ろ
し
可
能
な
梯
子
階

段
・
襖
の
奥
の
箪
笥
階
段
・
格
子

戸
で
隠
さ
れ
た
隠
し
階
段
と
人
目

に
つ
か
ぬ
処
に
三
つ
の
階
段
が
設

け
ら
れ
て
い
る
。
２
階
は
使
用
人

の
寝
室
や
物
置
で
隠
す
べ
き
場
所

考
え
ら
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

大
正
の
洋
館
の
廊
下
の
長
さ
は

20
ｍ
で
節
無
し
の
ケ
ヤ
キ
で
作
ら

れ
て
い
る
。
中
庭
に
面
し
た
１
枚

板
の
硝
子
戸
の
ガ
ラ
ス
は
、
吹
き

竿
を
用
い
息
を
吹
き
込
ん
で
円
筒

状
に
し
た
も
の
を
切
り
開
い
て
成

形
す
る
昔
な
が
ら
の
手
吹
き
ガ
ラ

ス
で
、
当
時
作
れ
る
最
大
級
の
大

き
さ
の
も
の
で
特
徴
は
手
吹
製
法

に
よ
り
ガ
ラ
ス
板
が
軽
く
波
打
っ

て
い
る
。

客
用
浴
室
で
は
桧
と
タ
イ
ル
が

使
わ
れ
て
い
る
。
天
井
に
は
湯
気

抜
き
、
洗
い
場
に
は
シ
ャ
ワ
ー
が

つ
い
て
い
る
。
浴
室
隣
り
の
ト
イ

レ
に
は
大
正
時
代
の
水
洗
ト
イ
レ

が
あ
る
。
大
正
６
年
創
立
の
東
洋

陶
器
株
式
会
社
（
現
Ｔ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
）

の
商
標
が
付
い
て
お
り
当
時
は
輸

出
用
に
生
産
さ
れ
た
記
録
が
あ
り

会
社
に
も
現
物
が
な
い
と
い
う
大

変
貴
重
な
産
業
遺
産
で
す
。

屋
根
瓦
は
京
都
・
深
草
瓦
町
の

瓦
棟
梁
寺
本
甚
兵
衛
作
（
現
寺
本

甚
兵
衛
製
瓦
株
式
会
社
）
で
あ
り

諸
事
に
わ
た
り
良
い
材
料
を
使
っ

た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。
最
高

級
の
材
が
使
わ
れ
て
い
る
館
内
に

は
館
長
が
収
集
し
た
古
美
術
・
工

芸
品
・
民
芸
品
・
農
作
業
用
品
が

多
数
展
示
さ
れ
て
い
る
。

昭
和
初
期
の
接
客
棟
は
昭
和
初

期
の
宮
大
工
が
腕
に
よ
り
を
掛
け

た
創
意
と
遊
び
心
で
溢
れ
て
い

る
。
釘
無
し
・
大
黒
柱
無
し
の
工

法
で
大
き
な
窓
ガ
ラ
ス
が
ふ
ん
だ

ん
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。
書
院
甲

板
に
茶
道
具
の
材
料
と
し
て
最
高

と
言
わ
れ
る
桑
の
木
の
１
枚
板
や

欅
の
玉
杢
の
１
枚
板
が
つ
か
わ
れ

て
い
る
。
２
階
の
10
ｍ
あ
る
廊
下

の
手
す
り
や
床
は
節
目
も
継
ぎ
目

も
な
い
１
本
の
木
で
で
き
て
い

る
。
当
時
の
職
人
の
技
術
の
凄
さ

と
材
料
に
惜
し
み
な
く
資
金
を
出

す
財
力
に
感
服
し
た
。
こ
の
接
客

棟
は
主
人
と
上
客
し
か
入
れ
な

か
っ
た
と
い
う
。
今
年
は
「
百
人

一
首
と
カ
ル
タ
展
」
が
開
催
さ
れ

て
い
る
。

土
日
は
館
長
・
館
長
夫
人
が
入

館
者
の
説
明
役
と
し
て
館
内
を
案

内
し
て
い
る
。
庭
に
は
日
本
で
４

台
し
か
な
い
と
い
う
昭
和
初
期
の

ベ
ン
ツ
が
お
か
れ
て
い
た
。

小
谷
野
達
雄
氏

昭
和
16
年
６
月
17
日　

新
発
田

市
に
て
出
生

昭
和
35
年　

新
潟
県
立
新
発
田

商
業
高
校
卒
業

昭
和
36
年　

株
式
会
社
寺
内　

入
社

昭
和
38
年　

豊
中
製
袋
工
業
所

設
立
（
日
清
食
品
チ
キ
ン

ラ
ー
メ
ン
の
袋
製
造
）

昭
和
42
年　

株
式
会
社
コ
ヤ
ノ

設
立　

代
表
取
締
役
社
長

信
条　

奉
仕
の
精
神
で
「
運
」

と
「
徳
」
が
備
わ
る

コ
ヤ
ノ
の
製
品
「
コ
ヤ
ノ
フ
ロ

ン
」
は
フ
ッ
素
系
樹
脂
洗
浄
表
面

保
護
剤
で
あ
り
１
９
８
４
年
（
昭

和
59
年
）
に
開
発
し
た
。
特
徴
は

0.2
ミ
ク
ロ
ン
の
微
粒
子
が
素
材
の

表
面
を
傷
つ
け
る
こ
と
な
く
汚
れ

を
お
と
し
、
し
っ
か
り
と
コ
ー

テ
ィ
ン
グ
、
埃
や
水
を
は
じ
く
だ

け
で
な
く
、
細
か
な
傷
も
つ
き
に

く
く
し
、
紫
外
線
に
よ
る
変
色
や

酸
性
雨
か
ら
も
保
護
で
き
る
。
メ

ン
テ
ナ
ン
ス
は
乾
い
た
タ
オ
ル
で

拭
く
だ
け
で
、
長
期
間
美
観
を
保

ち
、
無
害
・
不
燃
性
で
環
境
に
優

し
い
製
品
で
あ
る
。
施
工
例
と
し

て
電
車
（
Ｊ
Ｒ
西
日
本
・
遠
州
鉄

道
）
大
阪
市
消
防
車
・
タ
ク
シ
ー
・

建
物
外
壁
・
テ
ン
ト
・
美
術
品
な

ど
多
岐
に
わ
た
る
。（
広
報
・
鈴
木
）
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地区県人会・郷人会だより

新
潟
県
立
村
松
高
等
学
校
東
京
同
窓
会

�

会
長　

大
橋 

貞
夫

第
66
回
東
京
同
窓
会
総
会
開
催

日
時
：
令
和
８
年
６
月
21
日（
日
）

場
所
：
東
京
新
潟
県
人
会
館
２
階
ホ
ー
ル

令
和
８
年
６
月
20
日
、
上

野
、東
天
紅
に
て「
第
30
回
よ

も
ぎ
会
総
会
・
懇
親
会
」を
開

催
す
る
事
が
で
き
ま
し
た
。

「
よ
も
ぎ
会
」
は
旧
、
東
頚

城
郡
松
代
町
（
現
、
十
日
町

市
松
代
）
か
ら
３
キ
ロ
先
の

「
蓬
平
」
と
い
う
小
さ
な
村

で
す
。
元
は
70
数
軒
あ
っ
た

村
も
、
現
在
は
30
数
軒
と

な
っ
て
い
ま
す
。

当
日
は
あ
い
に
く
の
雨
で

し
た
が
、
蓬
平
か
ら
区
長
の

若
井
剛
也
様
を
は
じ
め
、
村

か
ら
７
名
の
方
に
お
出
で
頂

き
、
さ
ら
に
東
京
松
代
会
の

方
々
に
も
出
席
い
た
だ
き
ま

し
た
。

今
回
は
第
30
回
の
記
念
開

催
で
し
た
の
で
、
葛
飾
区
新

潟
県
人
会
会
長
の
内
田
晃
様

に
も
出
席
い
た
だ
き
、
総
勢

46
名
で
開
催
す
る
事
が
出
来

ま
し
た
。

第
30
回
の
記
念
に
、
創
始

者
の
若
井
謙
一
よ
も
ぎ
会
、

名
誉
会
長
に
賞
状
と
記
念
品

を
授
与
し
長
年
に
わ
た
る
労

を
ね
ぎ
ら
い
ま
し
た
。

会
場
内
は
、
あ
ち
ら
こ
ち

ら
で
話
が
弾
ん
で
い
ま
し
た
。

今
年
は
２
名
の
初
参
加
が

お
り
、
50
年
振
り
の
同
級
生

と
の
再
会
で
盛
り
上
が
っ
た

も
の
と
な
り
ま
し
た
。

初
参
加
者
か
ら
、
案
内
状

や
当
日
配
布
の
会
報
誌
に
屋

号
が
載
っ
て
い
て
、
一

瞬
で
頭
の
中
が
蓬
に

戻
れ
た
と
喜
ん
で
く

れ
ま
し
た
。

東
天
紅
で
の
一
次

会
は
あ
っ
と
い
う
間

に
時
間
と
な
っ
て
し

ま
い
ま
し
た
が
、「
新

潟
県
人
会
館
」
に
移

動
し
、
二
次
会
を
行

い
ま
し
た
。

二
次
会
は
村
の
写

真
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
で
放
送

さ
れ
た
番
組
に
村
の

人
た
ち
が
写
っ
て
い

る
Ｄ
Ｖ
Ｄ
な
ど
を
プ

ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
に
映

し
出
し
な
が
ら
、
ワ

イ
ワ
イ
と
語
り
合
う

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

「
よ
も
ぎ
会
」
は
小
さ
な
村

の
会
で
す
。
毎
年
、
上
野
に

集
ま
り
、
飲
ん
で
騒
ぐ
だ
け

で
な
く
、
蓬
平
出
身
者
と
そ

の
縁
故
者
、
友
人
知
人
及
び

近
隣
の
ふ
る
さ
と
会
の
皆
さ

ん
で
、
時
に
は
屋
号
で
呼
び

合
い
親
睦
を
深
め
、楽
し
く
、

ふ
れ
あ
い
の
場
に
な
る
よ
う

努
め
て
お
り
ま
す
。

来
年
は
ど
ん
な
内
容
に
し

よ
う
か
と
皆
で
企
画
を
練
り

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

�

（
幹
事
長　

若
井
浩
一
）

今
年
も
例
年
通
り
東
京
同

窓
会
の
第
66
回
定
期
大
会
を

令
和
８
年
６
月
21
日
に
新
潟

県
人
会
館
の
２
階
ホ
ー
ル
に

於
い
て
開
催
す
る
事
が
出
来

た
。
来
賓
と
し
て
母
校
か
ら

着
任
早
々
の
伊
藤
大
助
学
校

長
と
浅
田
同
窓
会
会
長
、
滝

沢
副
会
長
に
ご
来
駕
頂
き
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

近
年
、
会
員
の
高
齢
化
等

に
よ
る
参
加
者
の
減
少
傾
向

に
あ
り
ま
す
が
、
参
加
者
を

補
う
た
め
に
長
年
交
友
関
係

に
あ
る
長
岡
工
業
高
校
同
窓

会
東
京
支
部
の
役
員
と
話
し

合
い
、
相
互
に
役
員
を
10
名

程
度
出
席
さ
せ
よ
う
と
云
う

事
に
な
っ
て
い
る
が
、
そ
れ

を
加
え
て
も
総
勢
41
名
で

あ
っ
た
。

第
一
部
の
総
会
は
東
京
同

窓
会
の
会
長
で
あ
る
私
の
挨

拶
に
始
ま
り
、
浅
田
同
窓
会

会
長
、
伊
藤
大
助
学
校
長
、

金
井
博
光
長
岡
工
高
同
窓
会

支
部
長
挨
拶
が
終
わ
り
、
議

事
に
入
っ
た
。
こ
れ
も
例
年

通
り
無
事
終
了
し
て
お
待
ち

か
ね
第
二
部
に
な
り
薩
摩
流

琵
琶
演
奏
家
・
千
山
ユ
キ
さ

ん
の
演
奏
会
で
あ
る
。
昨
年

も
演
奏
し
て
頂
い
た
が
、
好

評
に
つ
き
再
度
お
願
い
し
た

の
で
あ
る
。

や
が
て
皆
さ
ん
が
心
の
底

で
待
ち
か
ね
た
第
三
部
の
懇

親
会
が
鈴
木
輝
雄
氏
の
乾
杯

で
始
ま
る
と
、
一
気
に
顔
色

が
輝
き
座
も
和
ん
で
来
た
。

卒
業
以
来
毎
回
出
席
す
る
人

も
、
久
し
ぶ
り
に
顔
出
し
し

た
人
も
、
積
も
る
話
を
山
ほ

ど
抱
え
て
話
し
込
む
様
子
は

誠
に
微
笑
ま
し
く
、
来
年
も

再
来
年
も
会
を
続
け
な
け
れ

ば
な
ら
ぬ
と
決
意
さ
せ
ら
れ

た
の
で
あ
る
。

終
わ
り
に
、
会
員
の
高
齢

化
が
目
立
つ
よ
う
に
な
っ
て

来
た
。
人
生
、
暇
は
悪
の
根

元
で
あ
る
。
今
日
も
何
か
用

が
あ
る
「
今
日
用
」
と
共
に

「
教
養
」
を
積
み
重
ね
た
い

も
の
で
あ
る
。

よ
も
ぎ
会�

会
長　

若
井 

岩
男

第
30
回　
総
会
・
懇
親
会

日
時
：
令
和
８
年
６
月
20
日（
土
）

会
場
：
上
野
東
天
紅（
二
次
会
：
東
京
新
潟
県
人
会
館
）

千山ユキさんの「一夜婚礼・分福茶釜・
耳切芳一」の演奏風景

千山ユキさんと長岡工業高校同窓会
東京支部の面々

伊藤大助学校長（前列右端 2人目）と
共に記念写真

（ 6 ）



地区県人会・郷人会だより

か
ら
す
踊
り
の
会

共
催
：
東
京
松
之
山
会
・
東
京
津
南
郷
会
・

　
　
　
東
京
栄
村
会
・
東
京
十
日
町
会

日
時
：
令
和
８
年
８
月
２
日（
日
）11
時
～

会
場
：
東
京
新
潟
県
人
会
館
ホ
ー
ル

首
都
圏
つ
き
が
た
会�

会
長　

鏡　
實

第
28
回
総
会　
懇
親
会

日
時
：
令
和
８
年
７
月
11
日（
土
）11
時
～

会
場
：
東
京
新
潟
県
人
会
館
ホ
ー
ル

■
郷
人
会
存
続
の
危
機
、

　
ど
う
す
る

人
口
３
０
０
０
人
ぐ
ら
い

の
小
さ
な
村
か
ら
28
年
前
誕

生
し
た
「
つ
き
が
た
会
」
総

会
回
数
を
重
ね
る
と
共
に
、

会
長
で
あ
る
私
自
身
も
歳
を

重
ね
高
齢
と
な
り
体
力
、
気

力
、情
熱
さ
え
衰
え
を
感
じ
、

会
存
続
の
た
め
に
は
世
代
交

代
が
必
要
と
思
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
私
達
は
郷

人
会
に
入
会
し
「
集
い
」「
社

交
す
る
」
こ
と
に
よ
っ
て
歓

喜
や
高
揚
感
を
得
、
思
い
や

り
や
礼
儀
作
法
の
精
神
を
磨

き
人
間
力
を
向
上

し
て
き
た
は
ず
で

す
。
会
長
を
仰
せ

つ
か
っ
て
い
る
以

上
は
そ
の
芽
を
摘

ん
で
は
な
ら
な
い

と
の
思
い
か
ら
会

長
辞
退
を
言
い
出

せ
な
い
で
い
ま
す

が
、
私
達
が
文
化

的
な
暮
ら
し
や
、

生
き
る
力
を
衰
え

さ
せ
な
い
た
め
に

も
世
代
交
代
を

し
、
会
存
続
に
努

め
る
べ
き
だ
と
思

い
ま
す
。

そ
の
た
め
に
は

従
来
の
「
懇
親
型
」
か
ら
抜

け
出
し
、
社
交
、
対
話
、
楽

し
さ
、
と
い
っ
た
会
員
「
参

加
型
」
運
営
に
創
意
工
夫
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ

し
て
会
長
始
め
役
員
な
れ
ば

こ
そ
で
き
る
社
会
貢
献

「
人
々
に
何
を
残
し
た
か
、

尽
く
し
た
か
、
人
々
を
満
足

さ
せ
得
た
か
」
が
問
わ
れ
ま

す
。
そ
れ
と
会
員
一
人
一
人

も
、
よ
り
強
く
、
よ
り
し
な

や
か
に
、
よ
り
楽
し
く
、
生

き
抜
く
覚
悟
が
あ
れ
ば
持
続

可
能
な
「
つ
き
が
た
会
」
に

な
り
得
る
と
思
い
ま
す
。

〇
妻
有
地
区
合
同
か
ら
す

　
踊
り
祭
り
を
終
え
て

８
月
２
日
（
日
）
に
東
京

新
潟
県
人
会
館
（
ふ
れ
あ
い

ふ
る
さ
と
館
）
に
於
い
て
妻

有
地
区　

４
地
区
合
同
の
か

ら
す
踊
り
祭
り
が
実
施
さ
れ

ま
し
た
。

今
年
は
７
月
か
ら
記
録
的

な
猛
暑
日
が
続
い
て
い
る
こ

と
と
、
ど
こ
の
郷
人
会
も
会

員
様
が
高
齢
化
し
て
い
る

為
、
参
加
人
数
が
心
配
さ
れ

ま
し
た
が
、
東
京
栄
村
会
５

名
、
十
日
町
会
３
名
、
松
之

山
会
20
名
、
津
南
郷
会
27
名

で
総
勢
55
名
の
参
加
と
な
り

ま
し
た
。
ふ
れ
あ
い
ふ
る
さ

と
館
の
会
場
が
い
っ
ぱ
い
と

な
り
ま
し
た
。
こ
の
か
ら
す

踊
り
祭
り
の
ス
タ
ー
ト
は
今

か
ら
約
40
年
位
前
に
発
足
し

た
。
と
伺
っ
て
お
り
ま
す
。

妻
有
地
区
郷
人
会
の
集
ま
り

の
中
で
お
互
い
の
幼
少
期
の

思
い
出
話
と
、
故
郷
の
楽
し

い
村
祭
り
の
話
な
ど
で
一
気

に
盛
り
上
が
り
、
田
舎
の
か

ら
す
踊
り
を
東
京
の
ど
真
ん

中
で
再
現
し
よ
う
で
は
な
い

か
。
と
、
お
酒
の
力
も
借
り

て
話
が
即
ま
と
ま
っ
た
そ
う

で
す
。
歌
い
な
が
ら
輪
に

な
っ
て
踊
る
シ
ン
プ
ル
な
踊

り
で
す
が
現
状
で
は
踊
れ
る

人
が
少
な
く
ど
こ
ま
で
継
続

で
き
る
か
心
配
で
す
。

か
ら
す
踊
り
の
宴
会
は
12

時
か
ら
始
ま
り
、
東
京
十
日

町
会
の
樋
口
会
長
の
発
声
で

冷
た
い
ビ
ー
ル
で
乾
杯
を
行

い
、
吉
池
さ
ん
の
美
味
し
い

料
理
を
い
た
だ
き
な
が
ら
皆

さ
ん
が
ほ
ろ
酔
い
気
分
に

な
っ
た
頃
を
見
計
ら
っ
て
第

一
回
目
の

カ
ラ
ス
踊

り
が
始
ま

り
ま
し
た
。

東
京
津

南
郷
会
で

唯
一
音
頭

取
り
が
で

き
た
藤
ノ

木
辰
三
郎

さ
ん
が
昨

年
の
春
に
（
85
歳
）
で
他
界

し
た
こ
と
に
よ
り
、
今
年
は

私
と
津
南
郷
会
の
山
田
強
さ

ん
の
音
頭
で
ス
タ
ー
ト
し
ま

し
た
。
う
ま
く
歌
え
る
か
少

し
不
安
で
し
た
が
、
初
め
て

の
経
験
に
し
て
は
無
事
に
で

き
ま
し
た
。

会
場
い
っ
ぱ
い
の
皆
さ
ん

の
笑
顔
が
後
押
し
を
し
て
く

れ
て
、
２
回
目
の
か
ら
す
踊

り
も
和
や
か
な
う
ち
に
終
了

す
る
こ
と
が
で
き
、
無
事
に

宴
会
を
終
え
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
妻
有
地
区
の
伝
統

行
事
「
か
ら
す
踊
り
」
を
体

力
が
続
く
限
り
こ
れ
か
ら
も

継
続
し
て
い
き
た
い
も
の
で

す
。
関
係
者
の
皆
様
ご
協
力

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

�（
東
京
津
南
郷
会 

石
澤
政
宜
）
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様
は
ゆ
っ
く
り
ラ
ン
プ
を
歩
き
思

い
思
い
に
写
真
に
収
め
て
い
た
。

中
に
は
浴
衣
姿
の
お
客
様
も
い

ら
っ
し
ゃ
り
、
こ
の
特
別
な
フ
ラ

イ
ト
を
盛
り
上
げ
て
い
た
だ
い

た
。
搭
乗
前
か
ら
参
加
者
の
期
待

感
は
高
く
、
通
常
の
定
期
便
と
は

異
な
る
「
目
的
地
へ
移
動
す
る
た

め
で
は
な
く
、
空
を
楽
し
む
た
め

に
飛
行
機
に
乗
る
」
と
い
う

チ
ャ
ー
タ
ー
な
ら
で
は
の
体
験
価

値
を
ご
提
供
す
る
機
会
と
な
っ
た
。

今
回
の
遊
覧
チ
ャ
ー
タ
ー
の
大

き
な
意
義
は
、
航
空
機
を
単
な
る

移
動
手
段
で
は
な
く
、「
地
域
の

魅
力
を
体
験
す
る
観
光
コ
ン
テ
ン

ツ
」と
し
て
活
用
し
た
点
に
あ
る
。

長
岡
花
火
は
全
国
的
に
も
高
い
知

名
度
を
持
つ
新
潟
県
を
代
表
す
る

観
光
資
源
で
あ
り
、
こ
れ
に
航
空

を
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
で
、
地
上

か
ら
の
観
覧
と
は
異
な
る
新
し
い

付
加
価
値
を
創
出
で
き
る
可
能
性

を
示
し
た
ま
た
、
ト
キ
エ
ア
が
運

航
す
る
Ａ
Ｔ
Ｒ
機
は
、
地
域
間
の

定
期
便
以
外
に
も
遊
覧
飛
行
、
イ

ベ
ン
ト
チ
ャ
ー
タ
ー
、
旅
行
会
社

と
の
ツ
ア
ー
チ
ャ
ー
タ
ー
な
ど
、

多
様
な
用
途
へ
の
展
開
が
可
能
で

あ
る
特
に
航
空
需
要
が
相
対
的
に

低
下
す
る
曜
日
・
時
間
帯
や
季
節

に
チ
ャ
ー
タ
ー
を
組
み
合
わ
せ
る

こ
と
は
、
機
材
稼
働
率
の
向
上
と

新
た
な
収
益
機
会
の
創
出
と
い
う

両
面
で
重
要
で
あ
る
。

今
回
の
取
り
組
み
は
、
今
後
の

ト
キ
エ
ア
の
事
業
展
開
の
モ
デ
ル

ケ
ー
ス
と
な
る
新
潟
県
内
に
は
長

岡
花
火
だ
け
で
な
く
、
佐
渡
島
、

日
本
海
、
新
潟
平
野
、
越
後
三
山
、

雪
景
色
な
ど
、
上
空
と
は
言
え
低

い
高
度
か
ら
見
る
こ
と
で
新
た
な

魅
力
が
生
ま
れ
る
観
光
資
源
が
数

多
く
存
在
す
る
こ
れ
ら
を
季
節
イ

ベ
ン
ト
と
組
み
合
わ
せ
れ
ば
、「
春

の
佐
渡
・
新
潟
遊
覧
」「
夏
の
長

岡
花
火
」「
秋
の
紅
葉
・
越
後
三
山
」

「
冬
の
雪
景
色
」
な
ど
、
年
間
を

通
じ
た
航
空
観
光
商
品
の
造
成
も

考
え
ら
れ
る
さ
ら
に
、
遊
覧

チ
ャ
ー
タ
ー
を
単
発
イ
ベ
ン
ト
で

終
わ
ら
せ
ず
、
旅
行
会
社
、
自
治

体
、
観
光
事
業
者
、
宿
泊
施
設
、

地
域
企
業
な
ど
と
の
連
携
商
品
へ

発
展
さ
せ
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る

航
空
券
だ
け
を
販
売
す
る
の
で
は

な
く
、
食
事
、
宿
泊
、
観
光
、
地

域
産
品
な
ど
を
組
み
合
わ
せ
る
こ

と
で
、
航
空
会
社
の
収
益
だ
け
で

な
く
地
域
全
体
へ
の
経
済
波
及
効

果
を
生
み
出
す
こ
と
が
で
き
る
今

回
の
長
岡
花
火
遊
覧
チ
ャ
ー
タ
ー

は
、「
地
域
資
源
╳
航
空
╳
特
別

体
験
」
と
い
う
ト
キ
エ
ア
な
ら
で

は
の
新
し
い
需
要
創
出
モ
デ
ル
を

具
体
化
し
た
取
り
組
み
と
位
置
付

け
ら
れ
る
今
後
は
参
加
者
の
コ
メ

ン
ト
も
反
映
し
、
更
に
商
品
価
値

を
高
め
て
い
く
海
外
富
裕
層
か
ら

の
問
い
合
わ
せ
も
あ
り
、
海
外
か

ら
新
潟
空
港
ま
で
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト

ジ
ェ
ッ
ト
で
飛
ん
で
き
て
、
新
潟

空
港
で
ト
キ
エ
ア
の
遊
覧
飛
行
に

乗
り
換
え
る
ケ
ー
ス
も
考
え
ら
れ

る
。
航
空
機
を
活
用
し
て
「
そ
の

地
域
へ
行
っ
て
み
た
い
」「
飛
行

機
に
乗
っ
て
体
験
し
て
み
た
い
」

と
い
う
新
た
な
動
機
そ
の
も
の
を

生
み
出
す
こ
と
が
で
き
る
「
長
岡

花
火
遊
覧
チ
ャ
ー
タ
ー
」に
続
き
、

「
新
潟
平
野
・
佐
渡
が
島
遊
覧

チ
ャ
ー
タ
ー
」も
大
盛
況
だ
っ
た
。

地
域
イ
ベ
ン
ト
や
観
光
資
源
と
航

空
を
組
み
合
わ
せ
た
遊
覧
チ
ャ
ー

タ
ー
を
定
期
的
に
展
開
し
、
新
潟

空
港
で
遊
覧
飛
行
が
新
潟
観
光
の

一
つ
の
コ
ン
テ
ン
ツ
に
な
れ
ば

「
行
っ
て
み
た
い
新
潟
空
港
」
と

な
る
。
そ
し
て
本
チ
ャ
ー
タ
ー
は

「
飛
行
機
で
人
を
運
ぶ
」
か
ら
「
飛

行
機
に
乗
る
目
的
を
創
る
」
へ
の

展
開
を
示
す
、
ト
キ
エ
ア
の
新
た

な
需
要
創
出
へ
の
挑
戦
で
あ
る
。

ト
キ
エ
ア
は
今
年
も
昨
年
に
続

き
、８
月
２
日
（
日
）、３
日
（
月
）

と
、「
長
岡
花
火
遊
覧
チ
ャ
ー

タ
ー
」
を
実
施
し
た
。

本
企
画
は
、
ト
キ
エ
ア
の
運
航

す
る
Ａ
Ｔ
Ｒ
機
の
特
性
で
あ
る
、

高
翼
航
空
機
（
翼
が
機
体
の
上
に

あ
り
、
眺
め
が
良
い
）
を
活
か
し

た
遊
覧
企
画
。
飛
行
機
を
移
動
の

手
段
と
し
て
だ
け
で
な
く
、「
飛

行
機
か
ら
の
眺
め
」
を
満
喫
と
い

う
視
点
か
ら
、
新
潟
を
代
表
す
る

夏
の
風
物
詩
「
長
岡
花
火
」
を
空

か
ら
楽
し
ん
で
い
た
だ
い
た
。
定

期
便
輸
送
だ
け
で
は
な
く
、
新
潟

拠
点
航
空
会
社
と
し
て
新
潟
発
着

の
チ
ャ
ー
タ
運
航
を
容
易
に
企
画

で
き
る
便
利
さ
も
感
じ
て
い
た
だ

い
た
。

当
日
は
、
ト
キ
エ
ア
のA

T
R 

72-600

（JA
01Q

Q

）
を
使
用
。
夕

刻
の
空
港
に
は
参
加
者
が
集
合

し
、
ス
タ
ッ
フ
の
案
内
の
も
と
搭

乗
を
開
始
し
た
。
日
没
前
後
の
時

間
帯
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
機
体

と
夕
景
が
重
な
る
特
別
感
、
お
客

ト
キ
エ
ア「
長
岡
花
火
遊
覧
チ
ャ
ー
タ
ー
の

　
意
義
、新
潟
の
観
光
開
発
」

代
表
取
締
役
社
長 

長
谷
川  

政
樹

TOPICSTOPICS

（ 8 ）



（ 9 ）

今
回
紹
介
す
る
の
は
、
調

布
市
深
大
寺
の
「
お
む
す
び 

cafe &
 dining m

icro-
cafe

」
で
す
。

オ
ー
ナ
ー
の
古
川
さ
ん
の

出
身
地
で
あ
る
妙
高
市
産
の

コ
シ
ヒ
カ
リ
を
使
用
し
た
お

む
す
び
を
は
じ
め
、
定
食
・

丼
も
の
か
ら
ス
イ
ー
ツ
・
ド

リ
ン
ク
、
一
品
料
理
に
ア
ル

コ
ー
ル
な
ど
、
幅
広
い
メ

ニ
ュ
ー
に
新
潟
産
が
使
わ
れ

て
い
て
、
ど
ん
な
シ
ー
ン
で

も
新
潟
の
味
を
満
喫
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

店
名
は
「
マ
イ
ク
ロ
カ

フ
ェ
」
で
す
が
、
店
内
は
広

く
、
窓
も
大
き
い
の
で
開
放

感
が
あ
り
明
る
く
、
ゆ
っ
く

り
く
つ
ろ
げ
ま
す
。

店
名
の
由
来
は
「
お
店
の

始
ま
り
が
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
で

の
移
動
販
売
だ
っ
た
か
ら
」

だ
そ
う
で
す
。

お
す
す
め
定
食
の
中
か
ら

「
越
後
も
ち
豚
の
角
煮
定
食・

お
む
す
び
セ
ッ
ト
」を
注
文
。

米
粒
が
口
の
中
で
ほ
ど
け
る 

ふ
っ
く
ら
お
む
す
び
、
舌
で

つ
ぶ
せ
る
ほ
ど
や
わ
ら
か
い

豚
角
煮
、
具
だ
く
さ
ん
の
豚

汁
、
栃
尾
油
揚
げ
と
季
節
の

野
菜
の
お
か
ず
プ
レ
ー
ト
な

ど
、
味
も
ボ
リ
ュ
ー
ム
も
大

満
足
の
定
食
で
す
。

店
内
に
は
ア
ン
テ
ナ

シ
ョ
ッ
プ
も
併
設
。

メ
ー
カ
ー
か
ら
の
直
接
仕

入
れ
な
ど
に
よ
り
ラ
イ
ン

ナ
ッ
プ
が
豊
富
で
、
新
商
品

や
、
珍
し
い
商
品
な
ど
も

揃
っ
て
い
ま
す
。（
か
ん
ず

り
関
係
だ
け
で
８
種
類
！
）

新
潟
愛
溢
れ
る
古
川
さ
ん

は
、
新
潟
県
内
の
食
品
企
業

と
コ
ラ
ボ
し
て
、
新
商
品
も

開
発
中
と
の
こ
と
。

近
隣
に
は
姉
妹
店
と
し

て
、
テ
イ
ク
ア
ウ
ト
や
お
米

を
使
っ
た
ス
イ
ー
ツ
の
専
門

店
も
あ
り
ま
す
。
ぜ
ひ

m
icro-cafe

で
新
潟
を
体

感
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

■
営
業
時
間　

11
時

－

20
時

（
LO 

19
時
30
分
）

※
月
曜
日
は
18
時
閉
店
（
LO 

17
時
30
分
）

■
定
休
日
：
な
し
※
営
業
カ

レ
ン
ダ
ー
は
イ
ン
ス
タ
参
照

■
住
所　

東
京
都
調
布
市
深

大
寺
東
町
２

－

10

－

５

☎
０
４
２

－

４
４
４

－

３
０
３
９

■
ア
ク
セ
ス

京
王
線
つ
つ
じ
ヶ
丘
駅

北
口
バ
ス
停
よ
り

京
王
バ
ス　

深
大
寺
植
物

公
園
行
き　

晃
華
学
園
前

下
車
徒
歩
約
３
分

JR
中
央
線
三
鷹
駅
南
口
バ
ス

停
小
田
急
バ
ス　

晃
華
学
園

東
行
き
深
大
寺
市
営
住
宅
前

下
車
徒
歩
約
１
分

【
東
京
都
内
で
味
わ
う
新
潟
】 

　

お
む
す
び cafe & dining

　
　
　

ｍ
ｉ
ｃ
ｒ
ｏ

－

Ｃ
ａ
ｆ
ｅ

新
潟
へ
の
思
い
な
ど
に
つ
い

て
お
話
し
す
る
と
と
も
に
、

所
有
す
る
会
館
施
設
も
見
学

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

実
習
生
か
ら
は
、「
東
京

新
潟
県
人
会
の
規
模
の
大
き

さ
や
結
束
力
に
驚
い
た
」
と

い
っ
た
感
想
と
と
も
に
、「
若

者
に
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
サ
ポ
ー
ト
な

ど
を
担
っ
て
も
ら
う
こ
と

で
、
若
い
世
代
の
方
々
と
の

つ
な
が
り
を
更
に
強
め
て

い
っ
た
ら
ど
う
か
」
と
い
っ

た
提
案
も
い
た
だ
き
ま
し

た
。今

回
の
訪
問
の
様
子
は
、

県
東
京
事
務
所
の
公
式
Ｘ
に

も
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ

う
し
た
こ
と
も
き
っ
か
け
に

し
て
、
東
京
新
潟
県
人
会
の

交
流
の
輪
が
よ
り
一
層
広
が

る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

見
学
の
ほ
か
、
事
務
所
の
公

式
Ｘ
を
使
っ
て
新
潟
の
Ｐ
Ｒ

を
体
験
し
、
銀
座
・
新
潟
情

報
館T

H
E N

IIGA
T

A

で

は
日
本
酒
講
座
を
見
学
し
、

魅
力
発
信
の
た
め
の
意
見
交

換
も
行
い
ま
し
た
。

首
都
圏
に
お
い
て
新
潟
関

係
者
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
広

げ
て
い
く
こ
と
も
重
要
な
取

組
で
あ
り
、
実
習
４
日
目
の

９
月
10
日
（
木
）
に
は
、
東

京
新
潟
県
人
会
で
も
訪
問
を

受
け
、
清
水
好
美
事
務
局
長

か
ら
、
会
の
な
り
た
ち
、
活

動
状
況
、
会
員
の
皆
さ
ん
の

新
潟
県
東
京
事
務
所
で

は
、
学
生
の
職
業
意
識
向
上

の
た
め
の
機
会
を
提
供
す
る

と
と
も
に
、
行
政
へ
の
理
解

を
深
め
て
い
た
だ
く
た
め
、

昨
年
度
か
ら
イ
ン
タ
ー
ン
実

習
生
を
受
け
入
れ
て
い
ま

す
。２

年
目
と
な
る
今
年
は
受

け
入
れ
人
数
も
増
え
、
９
月

７
日
～
11
日
の
１
週
間
、
４

名
の
皆
さ
ん
が
実
習
を
行
い

ま
し
た
。

期
間
中
は
、
東
京
事
務
所

の
幅
広
い
業
務
を
体
験
す
る

た
め
、
国
会
や
中
央
省
庁
の

TOPICSTOPICS

新
潟
県
東
京
事
務
所
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

実
習
生
が
東
京
新
潟
県
人
会
を
訪
問

　
日
時
：
令
和
８
年
９
月
10
日（
木
）

◉
ト
ピ
ッ
ク
ス



事務局からのお知らせ

会員名 出身地 紹介者

樋浦 夏南子 新潟市南区月潟 業種間交流会
秋山 庵然 上越市安塚区石橋 宮川 敏男
沖野 綾仁 長岡市 WEB

㈱ Creative.LAB WEB
宮川 幸浩 新潟市中央区 齋藤 信夫
中川 博司 三条市 東京三條会
力石 浩 東京都 林 一雄
中山 太智 新発田市 WEB
小林 秀雄 加茂市 林 一雄

８
月
度
会
館
利
用
状
況

１
日
㈯	

山
平
会

２
日
㈰	
東
京
松
里
会

	
	

か
ら
す
踊
り
の
会

	
	

村
上
市
朝
日
ふ
る
さ
と
会

３
日
㈪	

あ
み
ぐ
る
み

４
日
㈫	W

olfratshauser Children's

	
	　

Choir

（Y
H

）

	
	

三
洋
電
機
洋
友
会

	
	

会
員
委
員
会

	
	

明
話
会

５
日
㈬	W

olfratshauser Children's 

	
	　

Choir

（Y
H

）

６
日
㈭	

ジ
ャ
パ
ン
エ
ナ
ジ
ッ
ク
㈱

	
	

お
け
さ
ク
ラ
ブ

７
日
㈮	

旧
東
京
浦
川
原
交
流
会

	
	

歌
声
ク
ラ
ブ

８
日
㈯	

２
０
２
６
年
度
燕
市
Ｐ
Ｒ
サ
ポ
ー
タ
ー

	
	　

交
流
会

13
日
㈭	

コ
ム
コ
株
式
会
社

	
	

株
式
会
社A

SH

	
	

ふ
る
さ
と
上
越
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

14
日
㈮	

広
報
委
員
会

15
日
㈯	

第
41
回
日
韓
学
生
会
議（Y

H

）

	
	

北
越
高
校
関
東
北
友
会

16
日
㈰	

第
41
回
日
韓
学
生
会
議（Y

H

）

17
日
㈪	

あ
み
ぐ
る
み

18
日
㈫	

吉
乃
川

	
	

三
洋
電
機
洋
友
会

19
日
㈬	

コ
ム
コ
株
式
会
社

	
	

メ
デ
ィ
コ
ム
ジ
ャ
パ
ン

20
日
㈭	

え
ち
ご
妙
高
会

	
	

元
気
の
出
る
歌
の
会

	
	

桂
歌
助　

一
笑
会

22
日
㈯	

東
京
牧
村
会

	
	

東
京
松
代
会

	
	

直
江
津
高
校
同
窓
会
関
東
支
部

23
日
㈰	

佐
渡
お
け
さ
踊
り
隊

	
	

台
東
新
潟
県
人
会

24
日
㈪	

第
四
北
越
銀
行

	
	

能
水
会

	
	

お
け
さ
ク
ラ
ブ

25
日
㈫	

三
洋
電
機
洋
友
会

	
	

財
団
理
事
会

	
	

新
潟
日
報
社

26
日
㈬	

第
四
北
越
銀
行

27
日
㈭	

コ
ム
コ
株
式
会
社

29
日
㈯	

ふ
る
さ
と
越
路
会

	
	

あ
み
ぐ
る
み

	
	

若
波
会

	
	

三
遊
亭
圓
馬
一
門
会

30
日
㈰	

東
京
弥
彦
村
人
会

	
	

鯖
石
郷
大
沢
会

	
	

フ
ォ
ト
ク
ラ
ブM

O
M
EN
T

	
	

六
要
社

	
	

東
京
吉
川
会

31
日
㈪	

十
日
町
高
校
同
窓
会

ク
ラ
ブ
活
動
の
ご
案
内

◎
お
け
さ
ク
ラ
ブ

代
表
：
河
野 

テ
ル
子

問
い
合
わ
せ
：
０
９
０-

５
２
０
９-

６
２
３
９

日
時
：
10
月
22
日（
木
）13
時
30
分
か
ら

会
場
：
県
人
会
館
２
階
ホ
ー
ル

◎
歌
声
ク
ラ
ブ

代
表
：
柳 

政
直

問
い
合
わ
せ
：
０
９
０-

３
５
４
４-

３
７
６
８

日
時
：
10
月
９
日（
金
）14
時
か
ら

会
場
：
県
人
会
館
２
階
ホ
ー
ル

※�

毎
月「
第
２
週
目
金
曜
日
」に
実
施
予
定
で
す
。

◎
元
気
の
出
る
歌
の
会

代
表
：
宮
田 

タ
マ
恵

問
い
合
わ
せ
：
０
８
０-

６
５
４
６-

４
３
９
４

日
時
：
10
月
15
日（
木
）13
時
30
分
か
ら

会
場
：
県
人
会
館
２
階
ホ
ー
ル

※�

毎
月「
第
３
木
曜
日
」に
実
施
予
定
で
す
。

県
人
会
・
郷
人
会
の
動
き

◎
東
京
糸
魚
川
会

総
会
・
懇
親
会

　
会
長
：
小
野 
健
一

　
日
時
：
令
和
８
年
10
月
３
日（
土
）11
時

　
会
場
：
東
天
紅
上
野
店

　
電
話
：
０
３-

３
８
２
８-
６
２
７
２

新入会員のご紹介８月分新入会員のご紹介８月分（敬称略）（敬称略）
（出身地は合併前の名称も使っています）

◎
ふ
る
さ
と
越
路
会

第
29
回
総
会
・
秋
ま
つ
り

　
会
長
：
内
山 

繁

　
日
時
：
令
和
８
年
10
月
11
日（
日
）11
時
30
分

　
会
場
：
東
天
紅
上
野
店

　
電
話
：
０
３-

３
８
２
８-

６
２
７
２

◎
え
ち
ご
妙
高
会

第
22
期
総
会
・
懇
親
会

　
会
長
：
笠
井 

忠

　
日
時
：
令
和
８
年
10
月
24
日（
土
）12
時

　
会
場
：
上
野
精
養
軒

　
電
話
：
０
３-

３
８
２
１-

２
１
８
１

（ 10 ）



11 月の「卓話の時間」開催予告

「年賀名刺広告申し込み」とお申し出ください。
締め切り日　11月 13日（金）
電話　03-3832-7619　FAX　03-3832-7639
E-mail 　info@niigatakenjinkai.com
お問合先　県人会事務局

名
刺
広
告
で
仲
間
を
広
げ 

ふ
る
さ
と
と
の
絆
を
強
め
よ
う
！

　

本
誌
で
は
「
年
賀
」
と
「
残

暑
見
舞
い
」
名
刺
広
告
を
年
に

２
回
、
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　

地
区
県
人
会
・
郷
人
会
、
個

人
の
方
、
ま
た
新
潟
県
人
会
と

か
か
わ
る
団
体
や
企
業
な
ど
の

名
刺
広
告
も
お
受
け
し
て
お
り

ま
す
。

　

皆
様
の
日
頃
の
活
動
を
、
県

人
会
や
新
潟
県
関
係
団
体
に
ア
ピ
ー
ル
で
き
る
、
よ
い
機
会
と
な
り
ま
す
。
こ
れ
ま

で
利
用
し
た
こ
と
が
な
い
方
も
、
ぜ
ひ
積
極
的
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

事
務
局
に
ご
連
絡
を
い
た
だ
け
れ
ば
、
申
込
用
紙
を
お
送
り
致
し
ま
す
。

◎掲載料
上記1枠（縦48㍉×横38㍉）で5,000円です。
ご希望の枠数を承ります。

お名前

組
織
・
団
体
名
な
ど

役
職
名
・
肩
書
・
資
格
な
ど

〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇

〇
〇
〇
〇
〇新 

潟
　
太 

郎

�

電
話
０
３-

３
８
３
２-

７
６
１
９

48mm

38mm

ご住所・電話番号・メールアドレスなどご自由にどうぞ

（
見
本
）

石
　

田
　

幸
　

雄

　
　
　
　

殖  

栗  

道  

郎

取
締
役

頭
　
取

藤
田
観
光
株
式
会
社

ホ
テ
ル
椿
山
荘
東
京

総
支
配
人 

山

　下

　信

　典

文
京
区
関
口
二
―
一
〇
―
八

℡
  〇
三
―
三
九
四
三
―
一
一
一
一

〒
112-
8680

（
公
財
）に
い
が
た
産
業
創
造
機
構

表
参
道
・
新
潟
館 

ネ
ス
パ
ス

皆
様
の
お
越
し
を
心
よ
り

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

渋
谷
区
神
宮
前
四
―
十
一
―
七

℡
〇
三（
五
七
七
一
）七
七
一
一（
代
表
）

★
ネ
ス
パ
ス
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
の
ア
ク
セ
ス
は

こ
ち
ら
か
ら
ど
う
ぞ

株
式
会
社
　
聚
　
楽

千
代
田
区
神
田
淡
路
町
二
丁
目
九
番
地
二
号

℡
  〇
三（
三
二
五
一
）七
二
二
一

〒
101-
0063

世
界
70
カ
国
か
ら
な
る
旅
の
宿
の
国
際
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

非
営
利
型
一
般
財
団
法
人 

日
本
ユ
ー
ス
ホ
ス
テ
ル
協
会

会
　
長

　

山

　谷

　え
り
子

東
京
都
渋
谷
区
代
々
木
神
園
町
三
―
一

国
立
オ
リ
ン
ピッ
ク
記
念
青
少
年
総
合
セ
ン
タ
ー
内

Ｔ
Ｅ
Ｌ

　
〇
三
―
五
七
三
八
―
〇
五
四
六

Ｕ
Ｒ
Ｌ

　http://w
w

w
.jyh.or.jp/

〒
151-
0052

代
表
取
締
役

　
小

　田

　敏

　三

社
　
　
　
長

新
潟
市
中
央
区
万
代
三
―
一
―
一

℡
  （〇
二
五
）三
八
五
―
七
五
〇
〇

〒
950-
8535

東
京
都
千
代
田
区
有
楽
町
２-

10-

１

電

　
　話

　０
３―

５
２
１
８
―
７
０
３
９

営
業
時
間

　11
時
～
19
時

　年
末
年
始
以
外
無
休

〒100
-0006
東
京
交
通
会
館
1
階

0120-489-023フリーダイヤル 株式会社 大庄
営業推進部 県人会担当：加藤ご宴会予約

ご宴会は、うまいもんごっそり

大庄グループで
受付時間：月～金
10：00～18：00

「板前のいる町の酒場」
大庄グループの原点

美味驚嘆日本海より
厳選素材の海鮮割烹料理店

鮮度抜群の魚介を卓上焼きで
豪快な刺盛りと漁師料理が自慢

料理のバラエティーに自信あり
元気いっぱいの大衆酒場

本格江戸前寿司をお気軽に
一品料理と地酒も豊富

鶏肉は宮崎から空輸直送
若鶏焼きが名物の大衆酒場

サ
ッ
ポ
ロ
ビ
ー
ル
株
式
会
社

関
信
越
本
部

　
新
潟
統
括
支
社

統
括
支
社
長

　
　

小
樋
山

　規

　之

〒
９
５
０
―
０
０
８
８

新
潟
市
中
央
区
万
代
三
―
一
―
一

新
潟
日
報
メ
デ
ィ
ア
シ
ッ
プ
６
Ｆ

☎
〇
二
五
―
二
四
五
―
五
五
二
一

サ
ッ
ポ
ロ
ビ
ー
ル
の

生
み
の
親
、
育
て
の
親
は
、

新
潟
県
人
だ
っ
た
。

　　　大和電建株式会社
　　代表取締役
　　社　　　長　本　山　秀　樹
　　　　　　　　　 E-mail/jdaiwa02@carrot.ocn.ne.jp
　　　　　　　　　 URL：http://www.daiwadenken.com
 
本　　社 / 〒 943︲0836 新潟県上越市東城町 2 丁目 2︲2　TEL 025（525）1201　FAX 025（525）1556

東京支社 / 〒 150︲0013 東京都渋谷区恵比寿 3︲7︲13　TEL 03（3449）9251　FAX 03（3449）9266

十日町営業所 / 〒 942︲1526 新潟県十日町市松代 3773︲25　TEL 025（597）2135　FAX 025（597）2036

　
　
代
表
取
締
役

　
堀

　
　
　一

　
　
社

　
　
　
長

Ｔ
Ｅ
Ｌ

株
式
会
社

　
台
一
環
境

代
表
取
締
役

　

金
子 

秀
五
郎

本
　
社
　
〒
１
５
５‒

０
０
３
３

　
　
　
　 

東
京
都
世
田
谷
区
代
田

六‒

六‒

九‒

１
Ａ

Ｔ
Ｅ
Ｌ
　（
０
３
）３
４
６
８‒

４
１
１
４

〒950-0916 新潟市中央区米山4丁目6番12号

代表取締役社長 田中 弼
ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞｱﾄﾞﾚｽ http://www.cs-nakamura.co.jp

首都圏支店 TEL：048-871-8944 FAX：048-871-8977

〒330-0802 さいたま市大宮区宮町3-9-7宮町武蔵ﾋﾞﾙ3階
新潟支店 ・東北支店 ・新発田支店・長岡支店 ・上越支店 ・石巻営業所

建物に命を吹き込むエンジニア

　　  株式会社　福田組
本　　社 〒951︲8668　新潟県新潟市中央区一番堀通町 3－10
 TEL　025︲266︲9111
 代表取締役社長　荒明　正紀

東京本店 〒 102︲0073　東京都千代田区九段北 3︲2︲4　
 メヂカルフレンドビル
 TEL　03︲5216︲4888
 取締役執行役員本店長　大塚　進一

Ｆ
Ａ
Ｘ（
〇
二
五
六
）九
四
―

四
五
五
二

Ｔ
Ｅ
Ｌ（
〇
二
五
六
）九
四
―

二
〇
〇
一
㈹

 

宮
司

　
渡  

部  

吉  

信

残暑お見舞い

（ 14 ）

世界のAI動向を知り、スマホで体験してみよう！
～はじめての生成AI入門～

■ 開催日：令和８年 11 月５日（木）	 ■ 受　付：14：30 ～　定員 70 名
■ 会　場：東京新潟県人会館 ２階ホール	 ■ 申込み：県人会事務局（電話：03-3832-7619）
■ 会　費：（茶菓代）1,000 円

【プロフィール】
インターネット、クラウド、通
信、セキュリティ分野の専門
家。NTTドコモビジネスの
エバンジェリストとして、最
新技術を分かりやすく伝えて
いる。

【プロフィール】
LINE 公 式アカウントや
Web サイトの構築、生成
AIを活用した中小企業・店
舗の業務支援に取り組んで
いる。

NTTドコモビジネス
エバンジェリスト／
博士（工学）

Busitool Labo株式会社 
代表取締役

※定員になり次第、締め切らせていただきます。

宮 川　 晋 氏 新田  隆二 氏
【卓話者】 【卓話者】

（ 11 ）



正
副
会
長
会（
休
会
）

常
務
理
事
会（
休
会
）

財
団
理
事
会（
８
月
定
例
）

令
和
８
年
８
月
28
日（
金
）

一
、
議
事
録
確
認

二
、
７
月
収
支
報
告

　

弁
護
士
費
用
に
つ
い
て

　

雑
収
入
、
税
還
付
報
告

三
、
議
案
事
項

・
YH
申
入
れ
→
現
状
報
告

・
議
事
録
署
名
人
に
つ
い
て

→
渡
邊
副
理
事
長
原
案
作

　

成
後
日
回
覧
承
認
予
定

・
駐
車
場
に
つ
い
て

　

サ
ン
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
不
動

産
よ
り
の
利
用
申
入
れ
→

　

12
月
目
途
と
回
答
、
事
務

局
対
応

四
、
報
告
事
項

・
大
規
模
修
繕
試
算
確
認
次

回
提
出
予
定

文
化
委
員
会（
休
会
）

総
務
委
員
会（
休
会
）

渉
外
委
員
会（
休
会
）

会
員
委
員
会（
８
月
定
例
）

令
和
８
年
８
月
４
日（
火
）

一
、
納
涼
ま
つ
り
反
省
と
改

善
二
、
秋
の
イ
ベ
ン
ト 
経
過

と
報
告

　

工
場
見
学
・
Ｂ
Ｂ
Ｑ
（
未

定
）
稲
刈
り
ツ
ア
ー
（
中

止
）

三
、
卓
話
の
時
間

　

11
月
５
日
実
施

　

テ
ー
マ
：
ス
マ
ホ
で
AI
を

試
し
て
み
よ
う
！
暮
ら
し

に
役
立
つ
、
は
じ
め
て
の

AI
体
験

　

会
報
誌
９
・
10
月
号
掲
載

広
報
委
員
会（
８
月
定
例
）

令
和
８
年
８
月
14
日（
金
）

一
、
９
月
号
の
進
行
状
況

二
、
10
月
号
編
成
進
行
予
定

三
、
８
月
号
の
反
省

会
議
・
委
員
会
報
告

東京都中央区銀座 5-6-7
SANWAすずらん Bldg.Ｂ１階～３階・８階
TEL：03-6280-6635（代表）
※各イベントの申込及び各店舗の営業時間は
　HPからご確認ください。

クレ イジ ーハロウィン  彫 る！ 彫 る！ 灯 す！
大人も子供も！本物のカボチャでジャック・オ・ランタンを作ります。
【日　時】10 月 27 日（火）18：30 ～ 20：00
【ゲスト】清津峡で活動する３名　　【参加費】1,500 円
【事前申込】公式HPの申込フォームから

「 余 白 」 東 京の 暮らしに 、 新 潟という余 白を。
新潟の地域情報誌や新潟を舞台にした漫画などを多数ご用意しています。
【日　時】10 月 11 日（日）～ 13 日（火）、10 月 15 日（木）～ 16 日（金）11：00 ～ 16：00
【参加費】300 円（お茶・お菓子付き）　　【事前申込】不要（入退室自由）
※開催日は変更となる場合があります。公式HPをご確認ください。

利き 酒 体 験 付き「 日本 酒 講 座 」
酒蔵数日本一の新潟清酒について、楽しく知ることができます。
【日　時】10 月 19 日（月）① 12：00 ～ / ② 14：00 ～ / ③ 16：00 ～（各 60 分）
【講　師】利き酒師の漫才師　にほんしゅ　　【参加費】1,500 円（利き酒体験付き）
【事前申込】公式HPの申込フォームから

THE N IIGATA インフォメーション
THE NIIGATAでは「ひと」の魅力を通じて新潟をもっと知りたくなる／行きたくなるきっかけとなるイベントを開催しています！

第 28回作品展　作品展のご案内

会報誌７月号でご案内いたしましたが、第 28 回作品展を 10 月 24 日（土）か
ら 26 日（月）まで開催いたします。
芸術文化は人の心にエネルギーを与え、人間性を豊かにし感性を養います。
宮田会長の作品も展示いたします。
皆様お誘い合わせの上是非ご鑑賞い
ただきますようご案内いたします。

� 作品展実行委員長　　小林　英典
� 文化委員会委員長　　松川　吉男

シュプリンゲン Fuji

（ 12 ）



新
潟
市
サ
ポ
ー
タ
ー
ズ
倶
楽
部

は
、
令
和
８
年
８
月
24
日
、
東
京

都
千
代
田
区
・
ホ
テ
ル 

ル
ポ
ー

ル
麹
町
２
階
ロ
イ
ヤ
ル
ク
リ
ス
タ

ル
に
お
い
て
、「
サ
ポ
ー
タ
ー
ズ
・

グ
ラ
ン
ド
パ
ー
テ
ィ
２
０
２
６
」

を
開
催
し
ま
し
た
。

新
潟
市
サ
ポ
ー
タ
ー
ズ
倶
楽
部

は
、
新
潟
市
を
愛
す
る
も
の
が
集

い
、
新
潟
市
の
様
々
な
魅
力
を
全

国
、
そ
し
て
世
界
に
発
信
す
る
と

と
も
に
、
会
員
相
互
の
親
睦
と
連

携
を
深
め
る
こ
と
で
、
会
員
が
楽

し
く
新
潟
市
の
シ
テ
ィ
セ
ー
ル
ス

の
一
翼
を
担
い
、新
潟
市
の
振
興
・

発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的

に
、
平
成
17
年
に
設
立
さ
れ
た
、

首
都
圏
在
住
者
を
中
心
と
し
た
新

潟
の
フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ
で
す
。

「
愛
す
る
新
潟
市
を
勝
手
に
応
援

し
ま
す
」、「
美
味
し
い
新
潟
市
を

誰
よ
り
も
堪
能
し
ま
す
」、「
美
し

い
新
潟
市
を
と
こ
と
ん
楽
し
み
ま

す
」
を
サ
ポ
ー
タ
ー
ズ
憲
章
と
し

て
掲
げ
、
交
流
イ
ベ
ン
ト
の
企
画

や
、
新
潟
情
報
の
発
信
等
を
行
っ

て
い
ま
す
。

そ
の
新
潟
市
サ
ポ
ー
タ
ー
ズ
倶

楽
部
の
取
り
組
み
の
中
で
も
、
最

も
盛
大
に
開
催
す
る
イ
ベ
ン
ト

が
、「
サ
ポ
ー
タ
ー
ズ
・
グ
ラ
ン

ド
パ
ー
テ
ィ
」
で
す
。
令
和
８
年

度
は
「
新
潟
の
日
本
酒
」
を
テ
ー

マ
と
し
て
開
催
し
、
県
内
８
つ
の

酒
蔵
に
よ
る
試
飲
提
供
を
は
じ

め
、
様
々
な
企
業
・
団
体
か
ら
出

展
を
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
そ
の
お
か
げ
も
あ
り
、
100
名

を
超
え
る
方
々
か
ら
ご
参
加
い
た

だ
く
な
ど
、
盛
会
の
う
ち
に
終
え

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
ッ
シ
ョ
ン

ス
タ
ー
ト

開
会
前
の
企
画
と
し
て
実
施
し

た
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
ッ
シ
ョ
ン
で

は
、「
一
般
社
団
法
人 

新
潟
酒
蔵

ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
協
議
会
」よ
り
、

新
潟
の
酒
を
観
光
資
源
と
し
た
取

り
組
み
に
つ
い
て
お
話
し
い
た
だ

き
ま
し
た
。
ま
た
、
８
つ
の
酒
蔵

か
ら
は
、
自
身
の
酒
蔵
に
お
け
る

酒
造
り
や
試
飲
提
供
を
行
う
お
酒

に
つ
い
て
紹
介
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
い
ず
れ
も
非
常
に
興
味
深
い

お
話
し
で
あ
り
、
新
潟
の
酒
に
つ

い
て
の
理
解
が
深
ま
る
と
と
も

に
、
こ
の
後
振
る
舞
わ
れ
る
試
飲

に
つ
い
て
の
期
待
が
膨
ら
む
企
画

と
な
り
ま
し
た
。

サ
ポ
ー
タ
ー
ズ
・
グ
ラ
ン
ド

パ
ー
テ
ィ
２
０
２
６
開
会

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
ッ
シ
ョ
ン
の

後
、
パ
ー
テ
ィ
の
開
会
と
な
り
、

宮
田
亮
平
会
長
、
中
原
八
一
新
潟

市
長
、
ご
来
賓
の
国
会
議
員
の
皆

様
よ
り
ご
挨
拶
い
た
だ
き
、
乾
杯

と
な
り
ま
し
た
。

乾
杯
後
は
、
参
加
者
同
士
の
交

流
だ
け
で
な
く
、
酒
蔵
と
参
加
者

と
の
間
で
試
飲
を
交
え
な
が
ら
、

活
発
な
交
流
が
生
ま
れ
て
い
ま
し

た
。
酒
蔵
ブ
ー
ス
の
ほ
か
に
も
、

新
潟
大
学
日
本
酒
学
セ
ン
タ
ー
に

よ
る
取
り
組
み
の
紹
介
や
学
生
が

酒
造
り
に
携
わ
っ
た
日
本
酒
「
六

花
の
杜
」
の
試
飲
、
新
潟
に
拠
点

を
置
く
企
業
や
、
自
治
体
に
よ
る

名
産
品
の
試
飲
・
試
食
、
観
光
Ｐ

Ｒ
な
ど
、
多
彩
な
ブ
ー
ス
出
展
に

よ
り
、
会
場
は
終
始
大
き
な
賑
わ

い
を
見
せ
ま
し
た
。

終
わ
り
に

今
回
、「
新
潟
の
日
本
酒
」
の
魅

力
を
堪
能
で
き
る
企
画
と
し
、
多

く
の
参
加
者
に
新
潟
に
つ
い
て
考

え
て
い
た
だ
く
き
っ
か
け
を
作
る

こ
と
が
で
き
た
も
の
と
思
い
ま
す
。

こ
う
し
た
取
り
組
み
を
通
じ
な

が
ら
、
新
潟
を
訪
れ
た
い
と
思
う

人
や
、
新
潟
を
応
援
し
て
く
れ
る

人
を
増
や
す
こ
と
で
、
新
潟
を
愛

す
る
人
た
ち
の
輪
が
大
き
く
広

が
っ
て
い
く
こ
と
を
願
っ
て
、
今

後
も
活
動
を
続
け
て
い
き
ま
す
。

（
広
報
・
樋
口
）

　
 

主
催
：
新
潟
市
サ
ポ
ー
タ
ー
ズ
倶
楽
部

　
 

日
時
：
令
和
８
年
８
月
24
日（
月
）

　

 
会
場
：
ホ
テ
ル 

ル
ポ
ー
ル
麹
町 

２
階
ロ
イ
ヤ
ル
ク
リ
ス
タ
ル

サ
ポ
ー
タ
ー
ズ・
グ
ラ
ン
ド
パ
ー
テ
ィ
２
０
２
６

県内８つの酒蔵によるＰＲ

宮田会長による開会の挨拶

全員でお猪口を掲げての記念撮影

一正蒲鉾による試食提供試飲・試食を楽しむ中原市長

新
潟
市
サ
ポ
ー
タ
ー
ズ
倶
楽
部

会
員
募
集
中

新
潟
市
を
愛
す
る
方
な
ら
ど

な
た
で
も
ご
入
会
い
た
だ
け
ま

す
。
入
会
金
・
年
会
費
は
不
要
。

会
員
は
随
時
募
集
し
て
お
り
ま

す
の
で
、

是
非
ご
入

会
く
だ
さ

い
。

サポーターズ
倶楽部ＨＰ
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粟島浦村

村上市

関川村胎内市
聖籠町

新発田市
阿賀野市

五泉市 阿賀町

新潟市

加茂市

田上町弥彦村
燕市

三条市見附市出雲崎町

刈羽村

柏崎市
長岡市

小千谷市 魚沼市

南魚沼市
十日町市

津南町

湯沢町

上越市

妙高市
糸魚川市

佐渡市

市
町
村

だ
よ
り

第
２
８
７
回

ふ
る
さ
と
新
潟

７
エ
リ
ア
に

点
在
し
て
い
る

色
々
な
情
報
を

お
届
け
し
ま
す

新潟市
北区 東区 中央区 江南区
秋葉区 南区 西区 西蒲区

佐
渡

佐
渡
島
エ
リ
ア

中
越
１

長
岡
・
柏
崎
エ
リ
ア

出
雲
崎
の
豊
か
な
恵
み
を

味
わ
う
―
ブ
ラ
ン
ド
米

「
出
雲
崎
の
輝
き
」と
地
酒

「
出
輝
」�

（
出
雲
崎
町
）

◎
出
雲
崎
の
ブ
ラ
ン
ド
米

「
出
雲
崎
の
輝
き
」は
、農
薬

や
化
学
肥
料
を
通
常
の
７
割

以
上
減
ら
し
て
育
て
ら
れ
た

特
別
栽
培
の
コ
シ
ヒ
カ
リ
で

す
。
大
粒
で
し
っ
か
り
と
し

た
食
感
と
噛
む
ほ
ど
に
広
が

る
強
い
甘
み
が
特
徴
で
、冷

め
て
も
美
味
し
く
召
し
上
が

れ
ま
す
。

◎
こ
の
新
米
を
味
わ
え
る
の

が
、毎
年
10
月（
今
年
は
10
月

４
日
）に
開
催「
出
雲
崎
ま
ん

ぷ
く
ま
つ
り
」で
す
。
新
米

を
使
っ
た
ミ
ニ
丼
な
ど
が
登

場
し
、秋
を
満
喫
す
る
多
く

の
人
々
で
賑
わ
い
ま
す
。

◎
さ
ら
に
、こ
の
お
米
を

100
％
使
用
し
た
日
本
酒「
出

輝（
し
ゅ
っ
こ
）」も
誕
生
し

ま
し
た
。
新
鮮
な
魚
介
料
理

と
も
相
性
抜
群
な
す
っ
き
り

と
さ
わ
や
か
な
味
わ
い
で

す
。

◎
こ
れ
ら
は
、「
道
の
駅 

天

領
の
里
」な
ど
で
購
入
で
き

る
ほ
か
、出
雲
崎
町
の
ふ
る

さ
と
納
税
の
返
礼
品
と
し
て

も
選
べ
ま
す
。
秋
の
イ
ベ
ン

ト
や
地
酒
を
通
じ
て
、出
雲

崎
の
豊
か
な
恵
み
を
ぜ
ひ
ご

堪
能
く
だ
さ
い
。

出
雲
崎
町
観
光
協
会

☎
０
２
５
８-

７
８-

２
２
９
１

◎「
苗
場
ド
ラ
ゴ
ン
ド
ラ
」は

５
４
８
１
ｍ
を
誇
り
、ア
ッ

プ
ダ
ウ
ン
を
繰
り
返
し
な
が

ら
苗
場
と
田
代
の
間
を
約
25

分
で
結
ぶ
日
本
最
長
の
ゴ
ン

ド
ラ
で
す
。秋
は
紅
葉
営
業
、

冬
は
ゲ
レ
ン
デ
間
の
連
絡
と

し
て
営
業
し
ま
す
。

◎「
苗
場
イ
ン
デ
ィ
ペ
ン
デ

ン
ス
ボ
ー
ド
ウ
ォ
ー
ク
」は
、

子
ど
も
も
車
い
す
の
方
も
自

然
散
策
が
楽
し
め
る
、総
延

長
約
1.7
㎞
の
木
道
で
す
。
フ

ジ
ロ
ッ
ク
会
場
内
に
整
備
さ

れ
、ボ
ー
ド
ウ
ォ
ー
ク
と
し

て
は
日
本
一
の
長
さ
を
誇
り

ま
す
。
苗
場
で
２
つ
の
日
本

一
を
体
験
し
て
み
ま
せ
ん

か
？

苗
場
ド
ラ
ゴ
ン
ド
ラ：
苗
場
ス

キ
ー
場

☎
０
２
５-

７
８
９-

４
１
１
７

苗
場
イ
ン
デ
ィ
ペ
ン
デ
ン
ス
ボ
ー

ド
ウ
ォ
ー
ク：苗
場
観
光
協
会

☎
０
２
５-

７
８
９-

２
７
０
６

中
越
２

魚
沼
・
十
日
町
エ
リ
ア

ド
ラ
ゴ
ン
ド
ラ
＆
ボ
ー
ド

ウ
ォ
ー
ク
で
２
つ
の
日
本
一

を
体
験
！�

（
湯
沢
町
）

佐
渡
市
の
奥
田
選
手
が

パ
ラ
陸
上
で
日
本
記
録
を

樹
立�

（
佐
渡
市
）

◎
石
川
県
西
部
緑
地
公
園
陸

上
競
技
場
で
行
わ
れ
た「
第

37
回
日
本
パ
ラ
陸
上
競
技
選

手
権
大
会
・
第
31
回
日
本
Ｉ

Ｄ
陸
上
競
技
選
手
権
大
会
」

の「
８
０
０
ｍ
走
パ
ラ
陸
上

Ｔ
33
ト
ラ
ッ
ク
男
子
部
門
」

で
、佐
渡
市
障
が
い
者
ス
ポ 

ー
ツ
協
会
所
属
の
奥
田 

柊

（
お
く
だ 

し
ゅ
う
）選
手
が

２
分
26
秒
42
の
日
本
記
録
を

樹
立
し
ま
し
た
。
今
年
３
月

に
自
身
が
樹
立
し
た
日
本
記

録
を
更
新
し
、今
シ
ー
ズ
ン

２
度
目
と
な
る
日
本
記
録
達

成
で
す
。

◎
奥
田
選
手
は
脳
性
ま
ひ
の

た
め
足
に
障
害
が
あ
り
、車

イ
ス
で
の
陸
上
競
技
で
活
躍

し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
全

国
大
会
で
優
勝
す
る
な
ど

数
々
の
輝
か
し
い
成
績
を
残

し
て
い
る
奥
田
選
手
は
、日

本
記
録
を
樹
立
し
た
こ
と
に

つ
い
て「
今
の
日
本
記
録
に

満
足
せ
ず
に
次
の
大
会
そ
の

次
の
大
会
で
日
本
記
録
を
ど

ん
ど
ん
更
新
し
て
い
き
た

い
」と
話
し
て
い
ま
す
。

佐
渡
市
社
会
福
祉
課
総
合
福
祉
相

談
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
５
９-

６
３-

５
１
１
３
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下
越
１

村
上
・
新
発
田
エ
リ
ア

上
越

上
越
・
糸
魚
川
エ
リ
ア

◎
弥
彦
村
と
香
川
県
琴
平
町

は
、昭
和
51
年
11
月
５
日（
琴

平
町
で
は
昭
和
51
年
10
月
28

日
）、「
弥
彦
村
と
琴
平
町
と

の
信
仰
と
観
光
の
親
善
町
村

提
携
に
関
す
る
盟
約
」を
結

び
ま
し
た
。

◎
こ
れ
は
、両
町
村
に
は「
彌

彦
神
社
」「
金
刀
比
羅
宮
」と

い
っ
た
全
国
有
数
の
神
社
が

あ
り
、神
社
を
中
心
と
し
た

信
仰
と
観
光
の
門
前
町
と
し

て
互
い
に
手
を
携
え
、発
展

し
て
い
こ
う
と
い
う
趣
旨
で

締
結
し
た
も
の
で
す
。

◎
今
年
こ
の
協
定
締
結
か
ら

50
年
と
い
う
節
目
の
年
を
迎

え
、お
互
い
の
魅
力
発
信
に

努
め
、観
光
に
限
ら
ず
幅
広

い
分
野
で
協
力
し
、友
好
関

係
の
一
層
の
深
化
に
努
め
る

こ
と
を
目
的
と
し
て「
弥
彦

村
と
琴
平
町
と
の
信
仰
と
観

光
に
よ
る
交
流
深
化
に
関
す

る
協
定
書
」を
７
月
25
日
に

締
結
し
、こ
れ
か
ら
も
末
永

い
友
好
関
係
を
築
い
て
い
く

こ
と
を
約
束
し
ま
し
た
。

弥
彦
村
役
場　

総
務
部　

総
務
課

☎
０
２
５
６-

９
４-

３
１
３
１

◎
妙
高
市
で
は
、10
月
に
な

る
と
山
々
が
色
づ
き
始
め
、

い
よ
い
よ
紅
葉
の
季
節
を
迎

え
ま
す
。

◎
標
高
差
の
あ
る
妙
高
で

は
、山
か
ら
麓
へ
と
少
し
ず

つ
紅
葉
が
移
り
変
わ
り
、さ

ま
ざ
ま
な
場
所
で
秋
の
美
し

い
景
色
を
楽
し
む
こ
と
が
で

き
ま
す
。
中
で
も
妙
高
高
原

ス
カ
イ
ケ
ー
ブ
ル
、妙
高
杉

ノ
原
ゴ
ン
ド
ラ（
今
年
度
は

休
止
）、と
ロ
ッ
テ
ア
ラ
イ
リ

ゾ
ー
ト
ゴ
ン
ド
ラ
は
、標
高

の
高
い
場
所
か
ら
紅
葉
に
染

ま
る
山
々
を
眺
め
る
こ
と
が

で
き
る
妙
高
の
秋
の
魅
力
の

一
つ
で
す
。
空
中
か
ら
眺
め

る
色
鮮
や
か
な
紅
葉
と
雄
大

な
山
々
は
、地
上
と
は
ひ
と

味
違
う
絶
景
で
す
。

◎
紅
葉
を
楽
し
ん
だ
後
は
、

温
泉
や
妙
高
産
の
新
米
、秋

の
味
覚
も
ぜ
ひ
お
楽
し
み
く

だ
さ
い
。
ふ
る
さ
と
の
秋
を

感
じ
に
、妙
高
へ
お
越
し
く

だ
さ
い
。

妙
高
高
原
観
光
案
内
所

☎
０
２
５
５-

８
６-

３
９
１
１

◎
新
潟
市
中
央
区
で
は
、「
え

ん
で
こ
ま
ち
歩
き
」を
毎
年

春
と
秋
に
開
催
し
て
い
ま

す
。〝
え
ん
で
こ
〟と
は
新
潟

弁
で「
歩
い
て
行
こ
う
」を
意

味
し
、歴
史
あ
る
建
物
や
地

域
に
根
付
く
文
化
な
ど
、魅

力
あ
ふ
れ
る
中
央
区
を
、新

潟
シ
テ
ィ
ガ
イ
ド
の
解
説
を

聞
き
な
が
ら
巡
る
ま
ち
歩
き

で
す
。
普
段
何
気
な
く
見
て

い
た
風
景
も
、そ
の
歴
史
や

背
景
を
知
る
こ
と
で
、こ
れ

ま
で
と
は
違
っ
た
見
方
で
楽

し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

◎
今
年
の
秋
も
、ま
ち
歩
き

に
加
え
て
、え
ん
で
こ
限
定

ラ
ン
チ
や
信
濃
川
ウ
ォ
ー

タ
ー
シ
ャ
ト
ル
乗
船
な
ど
特

別
な
体
験
が
で
き
る
コ
ー
ス

を
ご
用
意
し
て
い
ま
す
。

◎
中
央
区
の
新
た
な
魅
力
発

見
の
旅
に
出
か
け
て
み
ま
せ

ん
か
。

【
秋
の
開
催
予
定
】

10
月
17
日（
土
）～
11
月
15
日

（
日
） 

全
10
コ
ー
ス

コ
ー
ス
の
詳
細
・
申
込
は
こ

ち
ら
か
ら
。

新
潟
市
中
央
区
地
域
課

☎
０
２
５-

２
２
３-

７
０
４
１

下
越
２

新
潟
・
阿
賀
エ
リ
ア

◎
Ｊ
Ｒ
白
新
線「
佐
々
木

駅
」、ま
た
は
日
本
海
東
北
自

動
車
道「
聖
籠
新
発
田
Ｉ
Ｃ
」

か
ら
ど
ち
ら
も
車
で
約
10

分
。
全
園
駐
車
場
完
備
の
蓮

野
地
区
に
あ
る
19
の
観
光
ぶ

ど
う
園
は
毎
年
８
月
下
旬
か

ら
10
月
下
旬
ま
で
開
園
し
、

多
く
の
お
客
さ
ん
で
賑
わ
い

を
見
せ
て
い
ま
す
。

◎
人
気
の「
巨
峰
Ⓡ
」や「
シ 

ャ
イ
ン
マ
ス
カ
ッ
ト
」を
は

じ
め
、各
園
自
慢
の
多
彩
な

ぶ
ど
う
が
勢
ぞ
ろ
い
。
も
ぎ

た
て
新
鮮
な
味
覚
を
そ
の
場

で
贅
沢
に
楽
し
め
ま
す
。

◎
ご
家
族
や
友
人
と
、秋
の

甘
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
ま

せ
ん
か
？
皆
さ
ま
の
お
越
し

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

◎
収
穫
し
た
ブ
ド
ウ
を
お
買

い
求
め
頂
く
シ
ス
テ
ム
で
す

の
で
、入
園
料
は
い
た
だ
き

ま
せ
ん
。

開
園
時
間：９
時
～
日
没
ま
で

問
合
せ：聖
籠
町
観
光
協
会

☎
０
２
５
４-

２
７-

２
１
１
１

秋
の
味
覚
を
満
喫
！

果
樹
の
里・聖
籠
町
の

ぶ
ど
う
園�

（
聖
籠
町
）

県
央

弥
彦
・
燕
三
条
エ
リ
ア

弥
彦
村
・
琴
平
町
交
流

50
周
年�
（
弥
彦
村
）

妙
高
の
秋
、

紅
葉
シ
ー
ズ
ン
到
来

�

（
妙
高
市
）

ま
ち
の
魅
力
を
再
発
見
！

「
え
ん
で
こ
ま
ち
歩
き
」

�

（
新
潟
市
中
央
区
）

ロ
ッ
テ
ア
ラ
イ
リ
ゾ
ー
ト
の
紅
葉

聖籠町観光協会
公式ホームページ
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新
潟
県
糸
魚
川
市
出
身
の
お
笑

い
芸
人
・
横
澤
夏
子
さ
ん
が
、
８

月
６
日
（
木
）「
銀
座
・
新
潟
情

報
館 T

H
E N

IIGA
T

A

」の
オ
ー

プ
ン
２
周
年
記
念
ト
ー
ク
イ
ベ
ン

ト
に
登
場
。
花
角
英
世
新
潟
県
知

事
と
と
も
に
、
新
潟
の
観
光
、
食
、

文
化
の
魅
力
を
笑
い
を
交
え
て
紹

介
し
ま
し
た
。

横
澤
さ
ん
は
、
子
ど
も
の
頃
か

ら
親
し
ん
で
き
た
新
潟
の
味
を

「
子
ど
も
は
新
潟
の
も
の
で
育
て
た

い
」
と
語
り
、T

H
E N

IIGA
T

A

で
販
売
さ
れ
て
い
る
日
本
酒
や
お

に
ぎ
り
、
笹
団
子
、
漬
物
な
ど
を

絶
賛
。
な
か
で
も
、
牛
乳
パ
ッ
ク

に
入
っ
た「
ミ
ル
ク
ヨ
ー
カ
ン
」は
、

糸
魚
川
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
作
っ

て
く
れ
た
思
い
出
の
味
だ
と
い
い
、

「
今
日
も
買
っ
て
帰
り
ま
す
」
と
笑

顔
で
話
し
ま
し
た
。

糸
魚
川
の
魅
力
と
し
て
は
、
新

鮮
な
カ
ニ
や
海
鮮
、
ヒ
ス
イ
を
挙

げ
、
夏
休
み
に
親
子
で
楽
し
め
る

ス
ポ
ッ
ト
と
し
て
「
フ
ォ
ッ
サ
マ

グ
ナ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」
も
紹
介
。

地
球
の
成
り
立
ち
を
楽
し
く
学
べ

る
場
所
と
し
て
お
す
す
め
し
ま
し

た
。
ま
た
、
花
角
知
事
は
、
新
潟

の
豊
か
な
自
然
や
伝
統
文
化
に
加

え
、特
に
「
食
」
の
魅
力
を
強
調
。

全
国
一
の
作
付
面
積
を
誇
る
枝
豆

に
つ
い
て
「
枝
豆
県
」
を
宣
言
し

た
こ
と
に
も
触
れ
ま
し
た
。

東
京
・
銀
座
に
い
な
が
ら
、
新

潟
の
旬
の
味
や
文
化
に
出
会
え
る

「T
H

E N
IIGA

T
A

」。
こ
こ
を

き
っ
か
け
に
、
ぜ
ひ
本
物
の
新
潟

を
訪
ね
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ

う
か
。

ブランドロゴのコンセプト
新潟のN、新しさ（New）, 
これまでの新 潟の懐か 
しさ（Nostalgia）の〈N〉を 
デザイン化、ぐっと上に 
向かって開いていく形状 
で、新潟が日本、そして 
世界へ向けて広く開い 
ていく様子を示す。

◉施設の概要・フロアガイド◉
8F	 レストラン/
	 THE NIIGATA Bit GINZA
3F	 イベントスペース
2F	 ショップ/
	 新潟清酒・THE SAKE Stand
1F	 ショップ/
	 THE ONIGIRI・Ya・情報コーナー
BF	 U・Iターン相談窓口

銀座三越

日
比
谷
線

日
比
谷
線

晴
海
通
り

晴
海
通
り

銀座通り（中央通り）銀座通り（中央通り）

並木通り並木通り

至日本橋至汐留

至新橋

銀座鈴らん通り銀座鈴らん通り

西銀座通り（外堀通り）西銀座通り（外堀通り）

銀座

和光

松屋銀座

東急プラザ銀座

東京交通会館有楽町
イトシア

有楽町
マリオン

GINZA
SIX

銀座線

中央改札

数寄屋橋交差点改札

J R 有楽町駅

銀座四丁目
交差点改札

丸の内線

東
京
発
新
幹
線
で
行
く「
奥
阿
賀
の

ご
っ
つ
お
を
堪
能
す
る
２
日
間
」

毎
回
大
好
評
の
「
新
幹
線
＆
バ

ス
ツ
ア
ー
」
で
、
奥
阿
賀
の
豊
か

な
自
然
、
温
泉
、
旬
の
味
覚
を
満

喫
し
ま
せ
ん
か
。
ツ
ア
ー
中
の
食

事
は
す
べ
て
阿
賀
町
産
の
新
米
コ

シ
ヒ
カ
リ
。
奥
阿
賀
な
ら
で
は
の

「
ご
っ
つ
お
（
ご
ち
そ
う
）」
を
存

分
に
味
わ
え
ま
す
。今
回
は「T

H
E 

N
IIGA

T
A

」
コ
ラ
ボ
ツ
ア
ー
初

の
温
泉
宿
泊
。
阿
賀
野
川
の
自
然

に
囲
ま
れ
た
角
神
温
泉
「
ホ
テ
ル

角
神
」
で
、
ゆ
っ
た
り
と
秋
の
奥

阿
賀
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

【
10
月
30
日
（
金
）～
31
日
（
土
）・

１
泊
２
日
】

【
旅
行
代
金
】４
９
，８
０
０
円（
２

～
５
名
１
室
・
１
名
１
室
と
も
）

【
定
員
】
20
名
様
限
定

【
食
事
】
朝
１
・
昼
２
・
夕
１

【
宿
泊
】
角
神
温
泉 

ホ
テ
ル
角
神

※�

そ
の
他
イ
ベ
ン
ト
は
12
ペ
ー
ジ

に
て
紹
介

◉
２
周
年
祭
！
特
別
イ
ベ
ン
ト
！
◉

花
角
新
潟
県
知
事
╳
横
澤
夏
子

ス
ペ
シ
ャ
ル
ト
ー
ク
！

新
潟
で
描
く
、家
族
の
未
来
。

イ
ベ
ン
ト
企
画
も
盛
り
沢
山

◆
横
澤 

夏
子
◆

１
９
９
０
年
、
新
潟
県
糸
魚
川
市

生
ま
れ
。
Ｎ
Ｓ
Ｃ
東
京
校
15
期
生
。

２
０
１
６
年
「
Ｒ
１
ぐ
ら
ん
ぷ
り
」

決
勝
進
出
、「
ザ
・
細
か
す
ぎ
て
伝

わ
ら
な
い
モ
ノ
マ
ネ
」
で
は

２
０
２
３
年
に
優
勝
。
現
在
は
タ

レ
ン
ト
と
し
て
、
ま
た
３
児
の
母

と
し
て
も
活
躍
し
、
幅
広
い
世
代

か
ら
支
持
を
集
め
て
い
ま
す
。

東京都中央区銀座5-6-7
（銀座すずらん通り）東京メトロ・銀座線
銀座駅A2　B5出口より徒歩２分
TEL：0 3 - 6 2 8 0 - 6 6 3 5

THE NIIGATA
―新潟県の情報発信拠点―

―オープニング２周年祭―

銀座・新潟情報館

TOPICS
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◉
10
月
号
広
告
目
次

　

左
記
の
企
業
の
皆
様
に
は
大
変

な
ご
協
力
を
賜
り
、
厚
く
御
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

新
潟
縣
人

二
〇
二
六
年
十
月
号

定
価
三
〇
〇
円 （
送
料
別
）

発
行 

東
京
新
潟
県
人
会

編
集 

東
京
新
潟
県
人
会
広
報
委
員
会

〒
一
一
〇
―
〇
〇
〇
五

東
京
都
台
東
区
上
野
一
―
十
三
―
六

電
話 

○
三（
三
八
三
二
）七
六
一
九
番

Ｆ
Ａ
Ｘ 

○
三（
三
八
三
二
）七
六
三
九
番

振
替 

〇
〇
一
六
〇（
四
）六
二
七
二
四

名
義 

東
京
新
潟
県
人
会

印
刷 

㈱D
I Palette

　
　

 �

東
京
都
中
央
区
晴
海
一
―
八
―
十 

晴
海
ア
イ
ラ
ン
ド 

ト
リ
ト
ン
ス
ク
エ
ア 

オ
フ
ィ
ス
タ
ワ
ー
Ｘ
棟
40
階

編

集

後

記

朝
夕
の
風
が
涼
し
さ
を
増
し
、

街
路
樹
の
色
づ
き
や
行
き
交
う

人
々
の
装
い
に
、
東
京
の
秋
を
感

じ
る
頃
と
な
り
ま
し
た
。
ビ
ル
の

谷
間
を
吹
き
抜
け
る
風
に
も
、
澄

ん
だ
季
節
の
気
配
が
漂
い
ま
す
。

今
月
の
表
紙
は
、
刈
羽
の
「
か
や

ぶ
き
の
里
」。
中
央
の
田
ん
ぼ
を

囲
む
よ
う
に
茅
葺
き
民
家
が
環
状

に
立
ち
並
ぶ
、
全
国
的
に
も
珍
し

い
「
環
状
集
落
」
の
景
観
を
今
に

伝
え
て
い
ま
す
。
都
会
の
喧
騒
を

し
ば
し
離
れ
、
ふ
る
さ
と
の
暮
ら

し
と
実
り
の
季
節
に
思
い
を
馳
せ

な
が
ら
、
本
号
を
お
楽
し
み
い
た

だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。
季
節
の
変

わ
り
目
、
ど
う
ぞ
健
や
か
に
お
過

ご
し
く
だ
さ
い
。

�

（
広
報
委
員
長 

島
田 

光
明
）

二
幸
産
業
㈱
�
������
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表
4

本　　社　新潟市中央区万代 4 丁目 5 番 15 号
　　　　　TEL ０２５- ２４７- ５１７１
東京支店　東京都新宿区中里町 29 番地 3
　　　　　TEL ０３- ５２０６- ５６６０

事業継承（親族、従業員、外部）・Ｍ＆Ａ・事業再生に関わるご相談、
何なりとどうぞ‼（初回無料です）

本 店
住所 新潟県南魚沼市塩沢1198
TEL 025-782-1151

本 店
住所 新潟県南魚沼市塩沢1198
TEL 025-782-1151

本 店
住所 新潟県南魚沼市塩沢1198
TEL 025-782-1151

本 店
住所 新潟県南魚沼市塩沢1198
TEL 025-782-1151

（ 17 ）



新潟本社　〒９５１-８６５０　新潟市中央区西湊町通三ノ町3300-3

　　　　　　　　　　 　　  　ＴＥＬ  ０２５-２２９-２５１１(代表)

東京支店　〒１０１-００３３　東京都千代田区神田岩本町４

　　　　　　　　　　 　　  　ＴＥＬ  ０３-３２５６-０９２１(代表)

　ホームページアドレス　https://www.honmagumi.co.jp

東京営業部 東京都中央区京橋２－４－１２（第一生命京橋キノテラス６階）

TEL 03(3270)4441

池袋支店 東京都豊島区池袋２－１－６（群馬銀行池袋ビル８階）

TEL 03(3981)8221

e-mail：daiichi-kankyo@mx1.alpha-web.ne.jp
本　社　東京都世田谷区代田 6－6－9－1A　☎03（3468）4114㈹

●　環境ダイイチ　あなたの為に!!

社　長　金　子　秀五郎（燕市出身）

ゴキブリ、ダニ、南京虫、ネズミ
白アリ、樹木害虫、除草作業

衛生害虫駆除請負

（ 18 ）



飲
酒
は
二
十
歳
に
な
っ
て
か
ら
。
お
い
し
く
適
量
を
。

新 潟 県 長 岡 市 朝 日 880 ― 1
T E L . 0 2 5 8 （ 9 2 ） 3 1 8 1

東京新潟県人会 会報誌  広告のご案内
■東京新潟県人会…�東京都および近郊在住の新潟県出

身者、新潟県在住者
■発行部数…………�会員および新潟県庁・自治体役所・�

関連団体へ1200部（配送先：約1100部）

読者は新潟県にゆかりのある方や、新潟県を生活や事
業の中心にする個人・団体・企業など、新潟県を愛す
る方々ばかりです。

■記事内容
◎�都内・近郊に広がる新潟県人会・郷人会の活動を紹介
◎�「市町村だより」―佐渡・上越・中越・下越の観光情報などを紹介
◎郷土の文化人・芸術家の作品紹介
◎ふるさと納税 その他、ふるさと新潟を応援する記事を随時掲載

■折込広告…�会報誌に同封の折込広告も承ります。事
務局にお問い合せ下さい。

◎サイズ　Ａ４判より小さいもの（Ａ3・2 つ折りも可）
◎料　金　１回につき 30,000 円
■問 合 せ…�県人会事務局 ☎ 03 -3832-7619

広告掲載料金

●カラー（掲載ページ：表４・表３・表２）

１ページ 左右166㍉×天地265㍉ 92,570円（税込）

1/2ページ 左右166㍉×天地126㍉ 46,280円（税込）

1/4ページ 左右83㍉×天地126㍉ 23,650円（税込）

1/10ページ 左右80㍉×天地46㍉ 10,280円（税込）



東
京
新
潟
県
人
会　

事
務
局
／
電
話
（
０
３
）
３
８
３
２
―
７
６
１
９　

Ｆ
Ａ
Ｘ
（
０
３
）
３
８
３
２
―
７
６
３
９

新
潟
縣
人
　
　
十
月
号（
第
八
六
六
号
）

令
和
八
年
九
月
三
十
日
印
刷
　
令
和
八
年
十
月
一
日
発
行（
毎
月
一
回
一
日
発
行
）

昭
和
三
十
二
年
一
月
十
日
第
三
種
郵
便
物
認
可
　
第
二
甲
第
九
号
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